
Hokkaido University 
Faculty of Economics 
and Business Alumni 
Association

発行者
北海道大学経済学部

同窓会
発行日 2025年９月１日

第41号

TEL　（011）706－4113
Email　dosokai@econ.hokudai.ac.jp

　会員の皆様におかれましては益々ご盛栄のこ
ととお慶び申し上げます。規約改正によって経
済学部長が同窓会長を務めることとなり，昨年
10月に，板谷淳一前会長からバトンを受け取り
ました。学部長による会長兼務は，歴代の会長
と学部長をはじめとする関係の方々が進められ
た同窓会と経済学部の連携強化の 1 つの区切り
となります。両組織の一層の発展のために，は
なはだ微力ではございますが尽力する所存です。
よろしくお願いいたします。
　この連携を象徴するできごととして，横山和
子さん（S53経営学科卒）のご芳情を基礎にし
た「グローバル・チャレンジ賞（横山和子賞）」

の創設を紹介いたします。学生時代の横山さ
んに石垣博美先生が米国留学を奨めてくださ
り，米国留学を足掛かりとして国際機関で活
躍できたことなどを恩送りされたいというよ
うなお話しを同窓会が受け，所得税法上の優
遇措置などに鑑みて，経済学部にご寄附をい
ただいたものです。留学への第 1 歩として
TOEFL-ibtスコアを競うコンテスト形式で運
用を始め，第 1 回の表彰者も決まり，順調な
スタートを切っています。（本学では，来年
の創基150周年に向けた寄附を大々的に募集
しています！）
　経済学研究院では，昨年度の「会報」発行
以 降，Kevkhishvili Rusudan准 教 授， 武 田
朝美講師，李寧仁テニュアトラック助教，大
垣良太トラック助教，金仁子助教，岩田知子
助 教，Nurillaev Karamat Maratovich助 教
の 7 名の教員を迎えました。国籍やジェン
ダーの多様化の進展による教育・研究への好
い刺激を期待しています。他方，この 3 月に，

34年にわたって在籍された田中嘉浩先生が定
年によってご退職されました。
　先ほどの横山和子賞の創設の他，「卒業生
全員への卒業証書ホルダーの贈呈」をはじめ
ました。生協で買うと結構なお値段のところ，
経済学部同窓会オリジナルの濃緑（スクール
カラー）のホルダー贈呈は卒業生からたいへ
ん喜ばれました。また，昨年度から 1 学年に 3 ，
4 名程度の「学年幹事」をお願いすることに
しました。現時点では，特に何かをしてもら
おうと決めてはいないのですが，20年先，30
年先の同窓会活動の活発化に結びつくことを
楽しみにしています。
　同窓会と学部の連携によって，これまでの
卒業生相互の親睦のための活動を疎かにする
ことなく，現役学生にも身近で役立つ同窓会
活動を進めたいと考えています。会員の皆様
方のご理解とご協力をお願いいたします。

北大経済学部
同窓会会長（学部長）
久保　淳司

（平成 7 年卒）

ごあいさつ
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2025年 3 月25日に行われた北海道大学卒業式後に百年
記念会館大会議室で同窓会主催の祝賀会を 6 年ぶりに開
催いたしました。

2019年よりコロナ禍の中で祝賀会中止が決まり，その
後開催を模索しておりましたがなかなか実現がかなわず
ようやく今年開催にこぎ着けました。

開催会場の入口では学位記の受け渡しが教務担当によ
り並行して行われ，配布の折に，今年から何年もその配
布が話題となりながらも見送られていた「学位記ホル
ダー」（写真）が同窓会から配布されました。北大カラー
の緑のホルダーは大変好評で，それを手にして記念写真
を撮る姿が各所で見られま
した（祝賀会の写真撮影は
平成14年卒の写真家中村健
太さんにお願いいたしまし
た）。

会は13時過ぎにはまず飲み物と軽食を提供しました
（今回はメニューにステーキを入れましたが大好評でし
た！）。その後経済学部・経済学院長兼同窓会長久保淳
司先生から卒業生に向けてのお話があり，30年前にご自
身もここを巣立ったことにふれ，一人一人の活躍と努力
によって年月とともにこの経済学部の同窓生としての誇
りをいだける未来を願っています，としめられ，改めて

乾杯しました。次に卒業論文表彰が行われ，今回は同窓
会がガラス製の額（写真）を用意し，受賞者に賞状を入
れ授与しました。写真でもおわかりいただけるかと思い
ますが，そのまま飾れるもので，受賞の記念になったの
ではないかと思います。その後参加者で歓談しました。
出席者は100人を超え久々
の祝賀会でしたが学生達に
とって最後の記念となる時
間となったのではないかと思います。

また，今年から学年幹事をもうけ，将来同窓生の核と
なってくれるよう，学部から樋口友淳（深山ゼミ）さん，
二本松昌（五十嵐ゼミ）さん，会計大学院植松春菜さん
の 3 名にお願いしました。

今回の開催にあたり（祝賀会の飲食代，額，学位記ホ
ルダー）はすべて同窓会が提供しました。同窓生の皆様
からいただいた学生支援金・会費などから供出いたしま
した。皆様からのご厚意が学生達に届いたことと思いま
す。この支援を継続していく予定ですので，ぜひ卒業生
の皆様，在校生の皆様同窓会により一層のご支援を賜
れば幸いで
す。よろし
くお願いい
たします。

６年ぶりに卒業・修了祝賀会を経済学部同窓会主催で開催しました６年ぶりに卒業・修了祝賀会を経済学部同窓会主催で開催しました

北大経済学部　同窓会報
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新任の挨拶新任の挨拶
� 酒　本　隆　太（2024年着任）

2024年 3 月に着任いたしま
した酒本隆太と申します。専
門分野はファイナンスで学部，
大学院ともにファイナンス関
係の授業を担当しています。
経歴としては 6 年半ほど資産
運用会社やＦＸ会社でクオン
ツアナリストなどの仕事をし，
その後，他の国立大学で 4 年
ほど教育，研究に携わった後
に北海道大学大学院経済学研
究院に着任しました。

研究は主に金融資産の価格
変動のメカニズムを明らかにするといったことに取り組ん
でいます。最近は，高い収益率を上げる投資手法があった
場合に，その高い収益率の源泉は何かという問題に興味が
あります。高い収益率を上げる投資手法というのは，何ら
かのリスクを取っている，制度上の問題があり実際にはそ
の投資を行うことができない，投資家の心理的なバイアス
によって生じる，などの理由がある場合が多く見られます。
そのため投資手法ごとにそれぞれの要因を，統計学や計量
経済学の手法を使って明らかにするといった研究に取り組
んでいます。

教育上の抱負といたしましては，自分自身のマーケット
に携わってきた経験も活かしながら，教科書での理論と実
際の市場で起こっている現象を結びつける授業を目指して
います。例えば日々の中央銀行総裁の発言が，教科書で紹
介されている企業評価モデルの式にどのように反映されて
いるのかといったことを紹介する授業を心がけています。

北海道大学の学生の皆さんの印象としては，真面目でバ
ランスの取れた学生が多いという印象をもっています。自
分のゼミ生を中心のイメージになりますが，大学の授業の
課題，ゼミ活動，インターンシップ，アルバイト，サーク
ル活動などをバランスよくこなしている方が多いと感じて
います。北大生に限らない傾向だと思いますが，今の若い
皆さんは失敗を恐れる傾向があると言われています。しか
し学生時代に小さな失敗を経験しておくことは，社会に出
て困難な局面に出くわした時に乗り越える力になります。
学生の皆さんには，小さな失敗を恐れずに充実した学生生
活を送っていただきたいと思います。

� 齋　藤　雄　太（2022年着任）
2022年 4 月に経済学研究院にテニュアトラック講師とし

て着任し，2024年11月より准教授となりました。専門は公
共経済学およびマクロ経済学で，これらの分野の講義を担
当しています。着任から時間が経ち，当初の新鮮な気持ち
は薄れてきたため，最近の研究関心である最適課税論の観
点から，多くの方が関心を持つAIの発展についてお話し
しようと思います。

最適課税論は，規範的に望ましい富や所得の配分とそれ
を実現する政策を数理的に検討する分野です。鍵となるの
は，人々にとって望ましい生のあり方を示す「ウェルビー
イング」と，人々が政府に対し個人情報を有するという「情
報の非対称性」です。

ウェルビーイングについては，従来（経済学部でお馴染
みの）効用関数のみを基準とするのが一般的でした。これ
は，選好や欲望の充足こそが個人の生の豊かさを決めると
いう規範的立場の採用を意味します。一方，幸福度サーベ
イなど多様な基準を想定すると，個人の自由な意思決定に
基づく“愚行”を是正する家父長的な政策介入が規範的に支
持される余地が生まれます。

情報の非対称性については，AIや行動経済学の発展で，
“愚行”に陥りやすい特性が把握され，そうした人々への是
正的な政策の可能性が広がることが予想されます。その際，
社会は個人の特性という個人情報を提供すことで実現され
る“最善”の配分か，従来通りの“次善”の配分かの選択に直
面するのではないでしょうか。

こうした内容を考えるに至ったのは，学生との会話が
きっかけでした。素晴らしい学生と出会いその成長を見守
る喜びを感じるとともに，微力ながらその学びの一助にな
れればと考えております。どうぞよろしくお願いいたしま
す。

札幌のマンスリー
マンションなら
ノースステイへ！
北大関係者様多数
ご利用いただいて
おります。
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　2001年の着任時にゼミをスタートして，現在の 3 年生が
23期生です。ゼミの卒業生は100名を超え，着任当初に数
えた，定年までに送り出す卒業生の数に近づいてきました。
少し前まで学生だった自分が教員となり，学生から「先生」
と呼ばれることに戸惑う期間は，思った以上に長かったよ
うな気がします。加えて，「学部初の女性教員」と言われ
るプレッシャーもありました。そんな頼りない私を支え，
鍛えてくれたのは，他ならぬゼミ生たちです。悩ませ，喜
ばせ，励ましてくれたゼミ生たちとの思い出は，今でも鮮
明に蘇ってきます。なかでも強く印象に残っているのは，
1 ・ 2 期生が開いてくれたサプライズ誕生会で，こみあげ
てくる涙を必死に堪えたあの日から20年以上が過ぎまし
た。卒業後も，結婚や出産，転職など，折に触れて連絡を
くれたり，機会を見つけて一緒にお酒を飲んでくれるゼミ
生たちは，私のかけがえのない財産です。すべての卒業生
にとっても，学生生活最後の時間をともに過ごしたゼミの

仲間たちとの思い出が，大切なものであってほしいと心か
ら願っています。この同窓会報を読んでその頃のことを思
い出したら，ぜひ，ゼミの先生に連絡してあげてください！
きっと喜んでいただけるはずです。

卒業生からのメッセージ

生涯の恩師との出会い
佐 藤 友 助 さ ん（平成16年卒　エイジス北海道株式会
社代表取締役社長）

　私は，現在エイジス北海道株式会社という
小売業を中心に各種作業を請負う会社を経営
しております。岡田ゼミの一期生です。岡田
先生との出会いは，ゼミ見学の時に何気なく
訪問したことがきっかけです。決め手は岡田
先生が醸し出す厳しさとこのゼミなら多くの
ことを学ぶことができるという直感でした。
その直感は正しく，経営学の様々な知識も然
ることながら，礼儀，マナー，作法といった

社会人として必要なことを岡田先生から教えてもらいました。今に
なって振り返ると当時は岡田先生もゼミ生を持って間もない頃で，手
探り状態だったと思います。そんな岡田先生から感じていたことは，
いつも本気でゼミ生と向き合っていたということです。ゼミの中での
討議についても，先生とゼミ生と言う立場を
超えて，徹底的に意見をぶつけ合っていまし
たし，定期的に行われる夜のゼミ（という名
の飲み会）では，ご自身の人生経験を含めて
たくさんお話してくださいました。岡田先生
から教わったことは，私の経営者として，そ
して人としての在り方の土台になっています。
卒業から20年以上経った今でも先生とは定期
的に連絡取り合っており，数年に一回行われ
る岡田ゼミ大同窓会を毎回楽しみにしていま
す。そんな生涯の恩師との出会いは私の人生
の財産であり，宝です。

ゼミ紹介 岡 田 ゼ ミ
ゼ ミ の 活 動

岡田ゼミで過ごしたかけがえのない時間
舟生沙織さん（学部平成18年卒　修士平成20年修了　
JSOLエンタープライズ＆ソーシャルビジネス統括
本部E＆S事業推進部 企画・HR課長）

　私は学部と修士課程の計 4 年間，岡田教授
にご指導いただきました。学部時代のゼミで
は，個性豊かな先輩・同期・後輩の皆様とと
もに毎回活発な議論を交わしていました。当
時の様子は今でも鮮明に思い出され，まるで
つい最近のことのように感じます。刺激に満
ちた環境に身を置くことで，知的好奇心が
高まると同時に自身の成長にも繋がりました。
大学院で研究に取り組んだ際には，壁にぶつ

かり悩むこともありましたが，どんな相談にも真摯に耳を傾けてくだ
さり，ご指導いただいた岡田教授の存在に何度も救われました。ゼミ
の経験一つひとつが糧となっており，多くを学べたことは本当に貴重

な時間だったと心から思います。
　卒業後も岡田教授とお会いする機会に何度
も恵まれ，学生時代と変わらず楽しい時間を
共有できることは大きな喜びです。このほか，
岡田ゼミで培った思考力や物事に取り組む姿
勢は社会に出た今も仕事の中で活きており，
私にとってかけがえのない財産となっていま
す。改めて，岡田教授をはじめゼミでお世話
になった皆様には感謝を申し上げるとともに，
皆様とまたお会いできる日が来ることを楽し
みにしています。

2018年12月30日岡田ゼミ大同窓会

ゼミ生と（2025. 1 ）
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答えなき議論，終わりなき学び

大塚裕輝さん（平成24年卒　北海道ガス株式会社）
　数多あるゼミの中で岡田ゼミを選んだことは，仮に自伝を書くよう
なことがあれば，誇りを持って記載する事項の 1 つになるでしょう。
　当時はその厳しさ？から「四天王」と呼ばれたゼミの 1 つでしたが，
レジュメの発表者をドラえもんのおもちゃのくじで決めて一喜一憂す
るくらいには楽しんでいたように思います。テキストのタイトルの意
味や，図の矢印の太さ 1 つで延々と激論を交わしたこともありました。
社会に出ると，一定期間での「結論」が求められますが，ある意味で
必ずしも答えを求めず，本気で議論をできたことは人生における大き
な財産です。卒業論文では昼夜を問わないご指導のおかげで，学部長
賞という身に余る光栄な賞をいただき，十数年に及ぶ学生生活最後の
素敵な 1 ピースとなりました。
　また，縁とは不思議なもので，就職先の社外取締役に就任されると
いうサプライズだけでなく，私自身が秘書・取締役会事務局として，
業務で常に連絡を取り合うことになり，　【指導教員⇔学生】が【取締
役⇔秘書】の関係になるという，おそらく日本でもあまり例を見ない
経験も，自伝に記したいエピソードです。
　岡田先生のお仕事に対する姿勢や，出会った方との縁を大切にされ
る姿に，卒業後も溢れんばかりの学びをいただいています。これから
も人生における師として引き続きよろしくお願いいたします。

ゼミで学んだなぜ？と仕事

宮越章矢さん（令和 3 年卒　村田製作所）
　卒業後，電子部品メーカーの営業として働いて 5 年目になります。

今回岡田ゼミを思い出す機会を頂き，数年前
ですが懐かしい気持ちになり大変有難く思い
ます。
　大学 2 年時までぷー太郎だった私にとって
岡田ゼミは大変実のある経験でした。
　ゼミで取り扱う経営学については勿論です
が，それ以上に「なぜ？」の習慣化が最も価
値ある学びでした。ゼミの度に岡田先生が口
にしていた，「なぜ？」。この問いが社会人生

活の基盤になるとは，課題に追われていた当時は分かりませんでした。
　入社時，正解が無い問いばかりで苦労していました。思い悩む中で，
上司から「何度もなぜ？なぜ？考えるんや」と言われて岡田ゼミを思
い出したことを覚えています。頭を使って自分で考える事が苦手だっ
た私ですが，なぜ？なぜ？を考えながら準備して挑んだゼミでは何か
しらアウトプット出していたなと。
　その後は社内関係者，上司，お客様の意見を「なぜ？」を起点に深
く理解する事に努め，自分の頭を使って考え，解決策を導き出せる様
になっている事を実感しており，仕事がとても楽しいです。今後は岡
田ゼミで教わった「なぜ？」を後輩育成にもドシドシ使っていこうか
なんて思っています。岡田ゼミには永遠に大感謝です！

卒業生からのメッセージ

現役ゼミ生から

大学生活＝岡田ゼミ

中島麻稀さん（令和7年卒　NTTデータ）
　2023年からの 2 年間，岡田先生にご指導いただきました。ゼミ見学
の際に，岡田先生のもとで学び，卒業したいと強く思い，このゼミに
入りました。活発な議論が展開される中で，先生の経験に基づく意見
は，私にはない視点からでとても勉強になりました。また，休憩の時
間には，授業に関係ない世間話をたくさんお話していたのをよく覚え
ています。 4 年生の卒業論文に関しては，熱心に指導いただき，時間
を問わず，相談に乗ってくださいました。卒業論文は，「 1 人でやる
より，同期で協力して完成させるほうがよい」ということも常々おっ
しゃっており，同期同士の仲もより深まりました。また，「ゼミ生を
社会人として恥ずかしくない人」として卒業してほしいということ
を考えてくださり，勉学以外にも
言葉遣いなど様々な面で指導して
いただき，とても愛のある先生だ
と思っています。岡田ゼミで過ご
した時間はとても濃い時間であり，
勉学だけではなく社会人としての
振舞い方も身に付けることができ
たと感じています。
　私にとっての大学生活の一番の
思い出は岡田ゼミです。岡田先生，
無理はせずお体をお大事にしてく
ださい。また会える日を楽しみに
しております。

� 4年　小野桃和さん
　岡田ゼミは， 3 年生 6 人， 4 年生 6 人と院
生 2 人が所属しています。普段のゼミでは，
テキストの輪読やケースディスカッションを
行っています。岡田ゼミの特徴として，報告
者と司会者を毎回じゃんけんで決めるところ
にあります。ゼミの当日に報告者が決まるの
で，予習をしっかり行うことに繋がり，議論
も活発になり，進行もゼミ生が行うので，ゼ
ミ生同士でお互いを高め合うことができてい

ます。その他にも，ジンパやゼミ合宿を通じて，ゼミ生同士が絆を深
めています。
　私が岡田ゼミを志望した理由は，ゼミ見学の際に，先輩方が活発に
議論し合い，真剣にゼミに取り組む様子を見て，自分もそのようなゼ
ミで学びたいと思ったからです。 3 年次は，ゼミの先輩方に引っ張ら
れながらも，真剣にゼミに取り組み，多くの学びを得ることができま
した。また， 4 年次の今は，自分たちを引っ張ってくれた先輩方のよ
うに 3 年生の後輩を引っ張ることができるように日々精進しています。
　あと少しの学
生 生 活 で す が，
岡田ゼミでの活
動をかけがえの
ないものにする
ために，日々の
学生生活を大切
にし，卒論の製
作やゼミ活動に
取り組んでいき
たいです。

最後のゼミで撮影した，9・10・11期生の集合写真。
（最前列中央が私）

岡田ゼミ恒例のビアパーティー
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懐かしの小島ゼミ

　1979年 7 月，私は，爽快な夏の北海道大学に赴任しま
した。そして，2010年 3 月，定年退職するまでの31年間，
211名のゼミ生（28期の学部生，大学院生，助手を含む）
と楽しいゼミ生活を送りました。なお，このうち， 8 組，
16名の方々が，卒業後ゼミ生同士で結婚されました。
　ゼミ室および大滝セミナーハウス等でのゼミ合宿におい

ては，経営管理の分析と卒論の中間報告を行っていました。
こうしたなか，次のような北海道企業の事例研究も開始し，
継続しました。
　1986年当時，ゼミ生から以下のような提案がありました。

「経営管理のゼミナールであるから，単に経営管理の文献
の輪読や議論だけでは面白くない。生きた経営管理を学び

たい。そのためには，現実の経営者が日々何を考
え，どのように経営管理を行っているかに関して，
企業の事例研究を行うべきである」。この意見を
採用し，次のように行いました。①公刊資料等に
もとづき質問票を作成・送付し，②ゼミ生全員で
企業を訪問し，③社長に質問票に答えてもらい，
④後日，企業に報告書を提出する。調査対象企業
は，セイコーマート，六花亭，木の城たいせつ，
ラルズストア，はるやまチェーン等でした。
　このようなゼミ活動を通して，ゼミ生は，経営
管理に関して理論と実証の双方に裏付けられた説
得力のある分析ができるようになったと考えてい
ます。（小島廣光）

ゼミの想い出

　昨年秋，名古屋での研究・教育活動に一区切りをつけられ札幌に戻
られた小島先生のお宅を，思い立って夫婦でお訪ねした。奥様とお会
いしたのは，お世話になっている歴代のゼミ生がお招きいただく，ご
自宅でのジンギスカンパーティー以来であろうか。
　あれから40年近くの時が流れた。社会情勢や身近な状況も大きく変
わったが小島先生の柔らかなインターフェイスは少しも変わっておら
れない。この不変ぶりは，いったいどこに秘密があるのだろう。先生
に自由な時間は何をされているのかと尋ねたところ「自室で研究を」
と即答された。この知的な探求心の持続こそが，先生の変わらない若々
しさの源泉であることは間違いない。
　ご自宅をおいとましてから大学へと足を延ばした。紅葉が見ごろを
迎えたキャンパス内を二人で歩きながら，先生の若々しさに少しで
もあやかりたいなどとしみじみと語り
合った。先生のように探求心を継続し，
柔らかさを失わないように努めていき
たい。

　数多ある小島ゼミの思い出の中で強
く印象に残っているひとつが，バスと
胆振線を乗り継いで出かけた大滝セミ
ナーハウスでのゼミ合宿です。
　合宿では英語文献を講読するのが
恒 例 で， 3 年 生 の 時 は，Peters & 
Waterman の In Search of Excellence
を読んだことを思い出します。勉強後
の，ソフトボールや卓球などのレクリ
エーションも楽しみでした。小島先生
は（見かけによらず：笑）ソフトボー
ルがお得意で，ライト方向に押っつけて放つライナー性のヒットで打
点を稼いだものです。「夜の部」で日本酒をがぶ飲みしてしこたま酔っ
払い，先生や先輩にご迷惑をおかけしたことも，ほろ苦い記憶です。
　1997年に北大に戻ってきてからも，大学院の合宿研修や小島ゼミと
平本ゼミとの合同合宿などで，セミナーハウスをよく利用しました。
師匠のゼミと一緒に合宿が出来たのは，とても良い思い出です。かつ
てのセミナーハウスは，飯が不味くホスピタリティもゼロの，まるで
収容所のような待遇でした。でも，しばらく北海道を離れている間に
大幅にカイゼンされ，驚くほどに居心地が良くなっていました。
　この大滝セミナーハウスは，2023（令和 5 ）年 4 月末に廃止されま
した。利用者減少と施設の老朽化が表向きの理由ですが，国立大学に
お金がないことが大きな要因です。高等教育に関する政府の無策が，
セミナーハウスを廃止に追い込んだとまでは言いません。しかし，近
年の北大における悲惨なまでの予算逼迫状況を見るにつけ，「国力の
礎」である高等教育の先行きには不安を抱かずにおれません。

サステナブルな探求心
日本生命保険相互会社法人顧問　出口　秀一（昭和59年卒）

学習塾非常勤講師　出口（三好）　希美（昭和63年卒）

大滝セミナーハウスの思い出
北海道大学大学院経済学研究院教授　平本　健太

（昭和62年学部卒，平成 3 年博士後期課程単位取得退学）
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　私と妻は，平成 5
年10月から平成 8 年
3 月まで小島ゼミに
在籍し，先生にご指
導いただいた。
　先生のお人柄もあ
り小島ゼミは大人気
で，メンバー選抜に
おいては，高倍率の
枠をジャンケンで勝
ち取った。そうして
集まった仲間は，学びのみならず，何度も飲んで遊んで，更にはキャ
ンプやスキーにまで出かけ，交流を深めた。彼らは今でも近況を伝え
合う大切な存在である。
　ゼミでの議論は，拙いながらも互いの意見をぶつけ合うのが楽し
かった。私たちの未熟な議論を聞きながら，先生はいつも「ほーかい，
ほーかい（そうかいの意？）」と，お姿そのままに柔和な相槌で，温
かく見守ってくださった。しかし，時にその優しさに甘えて私たちが
ぬるい意見を交わそうものなら，途端にピリッと辛口で戒め，軌道修
正をしてくださった。時折見えるそんなギャップも先生の魅力だった。
　勉強に熱心とはいえなかった私が，自ら学びを追究する楽しさを小
島ゼミで教えてもらったと思っている。
　今回機会をいただき，妻と一緒にゼミ生時代の思い出を振り返るこ
とが出来た。折に触れ先生が，ゼミの卒業生同士で結婚したうちの一
組だと私たちの話をされるのだが，その時に笑顔を見せてくださるこ
とも嬉しいことである。

　今回，原稿依頼があり，小島ゼミのことを懐かしく思い出しました。
小島先生は，温和な優しい雰囲気でした。最初に思い出されたのは，
ゼミが終わった後，よく皆で湯豆腐屋さんに行ったことです。おしゃ
れなところではなく，お財布に優しいお店です。ゼミに入るためには
2 年の後期に地道？にゼミ見学をし，小島ゼミに行き着き， 7 名が同
期となりました。晴れて小島ゼミ生となり，夕方 4 時頃から 7 時過ぎ
まで様々な企業の経営戦略について議論しました。なかなかついてい
くのは大変でしたが，ゼミ合宿ではモノポリーを楽しんだ記憶があり
ます。
　そこで学びの姿勢は身に付いたと思います。 3 年前，今の仕事に生
かす資格取得のため，通信の専門学校に入り，学生だった頃には書い
たことのなかったレポートを，大学生の娘に教わりながら書き，無事
に資格を手にすることができました。受験時に取り寄せた卒業証明書
では，当時院生でいらした平本さんが，経済学部長になっていること

を知り，ひとり感慨
深く思いました。
　小島先生とは， 2
年前，名古屋に行っ
た折お会いしました
が，話した瞬間，学
生時代にタイムス
リップしたかのよう
な感じでした。次回
は是非札幌でお会い
できたらと楽しみに
しています。

　私の大学生活 4 年間のうち，小島ゼミで過ごした時間はほんの一部
です。しかしそれはとてつもなくスリリングで色濃い，最高に充実し
たものでした。
　30年前の春，厳しい（？）選考を突破し，私は運良く小島ゼミの一
員となりました。文Ⅰ系から経済学部に転向した私にとって，毎週火
曜午後は苦闘であったと同時に，楽しい知的探究の時間でもありまし
た。大滝村での宿泊研修，年 1 回の企業訪問，そして卒業論文…仲間
と駆け抜けた 2 年間は，今でも色褪せない大切な想い出です。
　小島先生は，卒業後に私がふらりと研究室をお邪魔しても迷惑がら
ず，未熟な社会人の他愛無い話に耳を傾けて下さいました。また私の
結婚式では，有難い祝辞のお
言葉を頂戴しました。つくづ
く私は，最高の師に恵まれま
した。
　現在私は，銀行の監査部門
の一員として，日々組織の諸
課題に向き合っています。そ
こでは，ゼミで培った経営管
理論の知見と探究心が土台と
して活きています。今回の寄
稿を機に，当時の志を今一度
思い起こし，この先も探究心
を忘れず進んでいこうと誓っ
た次第です。
　先生，不肖な教え子ですが
これからも宜しくお願いしま
す。

　私は，北海道大学に小島先生が在
職していたときの最後のゼミ生でし
た。研究者の道を目指したいと思っ
ていた私は，ゼミ選びを真剣に考え
ていました。卒業と同時に小島先生
が定年退職されることを知っていた
ため，短い付き合いになってしまう
と考え，当初小島ゼミを避けていま
した。それでも小島先生は，ゼミ選
びに迷っていた私に対し，親身に相
談に乗ってくれました。結果，私は
最終的に小島ゼミを選びました。学
部ゼミの 2 年間，先生の研究室によ

く通いました。
　小島先生の定年退職後，先生との関係は途絶えると思っていました。
私は大学院で小島ゼミの先輩でもある平本先生の指導を受けながら，
小島先生が定年退職後に勤められた札幌学院大学の研究室に足繁く通
い，研究の相談にのってもらいました。そして，小島先生がついに札
幌を離れ，名古屋の椙山女学園大学に移ることになり，小島先生との
関係もここまでと思いました。しかし，その後もビデオ通話で研究の
相談にのってもらい，そしてついに，昨年小島先生はその後勤めた東
海市の星城大学を退職されました。現在，私は札幌で小島先生と今も!!
共同研究をしています。こんなに長い付き合いになると18才の私は思
いもしませんでした。ここ最近は，小島ゼミ生の中で最も小島先生の
顔を見ているのではないかと思います。

小島ゼミでの思い出
NTT東日本株式会社　西川　潤・西川（木村）　万有美

（平成 8 年卒）

小島ゼミの思い出
特定非営利活動法人PACガーディアンズ理事

和田　亜希子（平成 4 年卒）

小島ゼミ回想
北洋銀行監査部エキスパート　杉本　充仁（平成 9 年卒）

小島先生の最後のゼミ生
北海道大学大学院経済学研究院准教授　深山　誠也

（平成22年学部卒，27年博士後期課程修了）

思い出の講義室は今

娘とエスコンで
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Web サービスおよびアプリの活用が献血者数に与える
効果 ―日本赤十字社の事例―

北海道大学大学院経済学院 1年　岩川　　等
（令和 7年卒）

　この度は，特選論文経済学部長・同窓会長賞
最優秀賞に選出していただきまして誠にありが
とうございます。このような栄えある賞を頂け
たことを大変喜ばしく思います。まずは卒業論
文の執筆にあたって，多大なるご指導を賜りま
した相澤俊明先生，共に切磋琢磨し刺激を与え
てくれたゼミ生の皆さんにはこの場をお借りて
して感謝申し上げます。本当にありがとうござ
いました。
　私は「献血」をテーマに卒業論文を執筆しました。経済学部の学生が
献血に着目することは，やや珍しく映るかもしれません。私がこのテー
マに関心を持ったきっかけは，「もし血液市場が存在するとすれば，医
療サービスの消費者が供給し，生産者が需要するという構造上，労働市
場のように機能するのではないか」という素朴な疑問でした。しかしこ
の問いは，経済学的・社会学的・医学的観点から「血液は売買すべきで
はない」とする議論によって，すぐに解消されました。
　その一方で，無償採血に限界があるのも事実で，日本赤十字社では
Webサービスやアプリを活用した献血推進が行われています。私はそこ
に着目し，一般向けに公開されているデータを基にして，その有効性に
ついて固定効果回帰モデルを用いた分析を行うことにしました。最終的
には，日本の現状と統計的な示唆を根拠に「Webサービスやアプリの活
用によって献血者数は増加するが，その増加は比較的高齢の世代を中心
に見られ，少子高齢化に直面していく日本にとっては好ましくない」と
いうように結論付けました。
　私は本研究を通して，基本的なデータの扱い方とその理論については
もちろん，文章の書き方についても学ぶことができました。特に日頃か
ら相澤先生にご指導いただいた「読み手に負担をかけない文章」を書く
よう意識したことで，頭の中で感覚的に理解していることを客観的な文
章へと変換する訓練を積むことができたと思います。今後もこの度の受
賞に慢心することなく，大学院でも引き続き努力を続けてまいる所存で
す。むすびになりますが，この度は素敵な賞を頂きまして誠にありがと
うございました。

環境と企業ブランドに対する共感が消費に与える影響
―グリーン購入を対象として―

アイリスオーヤマ株式会社　髙橋　明音
（令和 7年卒）

　この度は，特選論文経済学部長賞・同窓会長
賞優秀賞に選出していただき誠にありがとうご
ざいます。名誉ある賞を受賞できたことを大変
嬉しく，光栄に思います。以下，簡単に卒業論
文の内容を紹介させていただきます。
　本研究の目的は，環境に対する共感と企業ブ
ランドに対する共感が，グリーン購入意図に与
える影響を明らかにすることです。グリーン購
入とは，環境への負荷が少ない製品を購入する

ことで，意図とは，行動の動機を指します。持続可能性の実現において，
先行研究では共感の重要性が示唆されており，とくに環境に対する共感
が消費者のグリーン購入を促進することが示されています。一方でマー
ケティングの研究では，ブランドに対する共感が消費者の購買に影響を
与えることが示されています。そこで本研究では，持続可能性の視点と
マーケティングの視点から，環境に対する共感と企業ブランドに対する
共感が，グリーン購入意図に与える影響を分析しました。分析の結果，
環境に対する共感よりも，企業ブランドに対する共感の方が，グリーン
購入意図により強い影響を与えることが明らかになりました。この結果
より，グリーン製品の普及には，強いブランド力を持つ企業がより効果
的に貢献できる可能性を示しました。
　本研究を通じて，課題を発見し解決するプロセスを学ぶことが出来ま
した。課題発見の段階では，情報を受動的に受け取るだけでなく，蓄積
してきた情報との擦り合わせから積極的に問いを生み出すことを学びま
した。設計・分析の段階では，徹底的に自分の問いと向き合い，結論を
導き出すことを学びました。この経験を糧に，社会人として精進して参
ります。
　卒業論文の執筆にあたっては，多くの方々にお世話になりました。指
導教員である坂川裕司教授には多大なるご指導を賜りました。次に，北
海道大学サステナビリティ推進機構SDGs事業推進部門の松山様と西村
様には，質問票調査の実施に際して多大なるご協力を頂きました。最後
に，北海道大学経済学部での 4 年間に関わってくださったすべての方々
に深く御礼申し上げます。ありがとうござました。

19世紀後半の函館における華僑商人の特色
―水産物貿易を中心に―

国立国会図書館　原　駿太朗
（令和 7年卒）

　この度は，特選論文経済学部長・同窓会長賞
優秀賞に選出していただき，ありがとうござい
ます。大変光栄に思います。
　私は，北海道大学の学生として北海道に関わ
る卒業論文を執筆したいと考え，また，東アジ
ア経済史のゼミ生として東アジアに関連する
テーマにしたいとも考えました。そこで，北海
道と東アジアが直接つながる場所・時代として
日米修好通商条約で開港した函館に思い至り，
函館港における貿易を卒業論文のテーマに選びました。以下，簡単に卒
業論文の内容を紹介します。
　函館港は水産物の一大産地である蝦夷地を背景とした天然の良港であ
り，日米修好通商条約が締結されてからは昆布を中心とした水産物を輸
出するようになりました。水産物の輸出先はほとんどが中国であり，輸
出は主に華僑商人が担っていました。しかし，輸出される水産物は日本
産であり，日本商人がこの輸出を担うことができれば大きな国益となり
ます。華僑商人に対抗するため，日本商人は昆布の直輸出（他国の仲介
商人の手を経ずに直接輸出すること）を行う会社を設立しました。
　しかし，昆布を直輸出する試みは失敗に終わり，再び華僑商人が水産
物輸出の主導権を握ることになります。そこで本論文では日本の直輸出
に立ちはだかった華僑商人の特色について論じました。
　結論として，函館華僑の商人の強さは以下の三点が挙げられます。第
一に，華僑商人は日本商社に比べて多額の資本を有していました。これ
は華僑商人の海産物購入額が日本商人のそれを上回っていたことにも表
れています。第二に，華僑の地縁的結合が挙げられます。出身地を同じ
くする者同士が共同経営をするなど，協力関係が見られました。第三に，
華僑の市場調査能力が挙げられます。華僑商人の中には水産物の消費地
である上海の商人と関係があると思われる者がおり，中国大陸との間に
本店・支店関係があったと推測できます。
　本論文の作成にあたり，指導教官である松村史穂先生には終始丁寧な
指導を賜りました。この場をお借りして感謝申し上げます。また，同じ
ゼミの皆様からいただいたアドバイスは本論文の改善に役立ちました。
ゼミの皆様，ありがとうございます。

受賞の喜びと
感謝の思い

北大経済学部　同窓会報
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―  ―  同 窓 生同 窓 生 のの 近 況近 況  ― ―

スペインとの関わり
中　西　省　三　ペンネーム　桑原真夫（昭和44年卒）

先般，スペイン大使館（文化部）で，来日したスペイン
人の教授と私とでスペインの詩人の講演会を行いました。
私は経済学部出身ではありますが，三井銀行（現三井住友
銀行）を退職後はスペインの詩人ロサリア・デ・カストロ
の数少ない研究者の一人として東奔西走しております。も
ともと北大のフランス語研究会の初代会長をやっておりま
したので，フランス語は不自由なく日常的に使っていたの
ですが，今やスペイン語文学の専門家（それもガリシア語
の！）となりつつあります。
ではなぜフランス語研究会だった私が，スペイン語（ガ

リシア語）を流暢に操りながら講演までしているのか？
私は三井銀行に入行後20年近く海外勤務に従事しており

ました。フランス語が堪能だったこともあり同期で早くに
ブラッセル支店（ベルギー）勤務となりました。そこでイ
ベリア半島担当になったのですが，当時のスペインでは英
語もフランス語もほとんど通じませんでした。そこで在ベ
ルギーのスペイン大使館から講師として若手の外交官の方
に毎週スペイン語のレッスンに来ていただきました。おか
げでブラッセルから帰国後受けたスペイン語の行内試験で
は一番になりましたので，今度はマドリッド支店開設のた
めスペインに行ってくれということになりました。
その頃ちょうどロサリア・デ・カストロ（スペインでは

樋口一葉と同じくらい有名な19世紀の大詩人）の没後100
周年がマスコミで盛んに報道されていました。私はスペイ
ンの多くの友人達の支援を受けながらロサリア・デ・カス

トロの詩集を翻訳するようになり，ついに今回彼女の詩集
5部を全て日本語に完訳することができ，ガリシア州政府
の資金援助も得て全集を発行することになりました。こう
してさまざまな出会いにより，異文化に深く溶け込んでい
る自分を誠に幸せに感じている今日この頃です。

しじみちゃんに集まれ

米　澤・渡　邉　（昭和51・52年卒）

雄大な自然，おいしい食べ物，人の心のおおらかさ…そ
れらは北海道に暮らす大きな魅力であり，「旅の目的地」
としての魅力でもあります。加えて，科学革命が進行する
現代社会においては，北海道には更に大きな魅力があると
思います。それは自然や社会の変化に対応しつつ， 3万 5
千年以上にわたり，この地で連綿と暮らしてきた人々のた
くましく豊かな精神文化です。
2021年 7 月，「北海道・北東北の縄文遺跡群」が世界文

化遺産に登録されました。この縄文時代の人たちの日常の
世界観を，『すべてが繋がっていて，一見異なると思える
ものも実は一体なんだ』と捉えることができます。現代社
会においては，『一見異なると思えるもの例えば，善と悪，
生と死，宗教と科学，ミクロとマクロ，自利と利他など異
質な対極と思えるものを同時に一体的に受け入れる，しな
やかな多様性』と置き直してみることができるだろうと思
います。
論語の冒頭に，「学びて時にこれを習うまた説ばしから

ずや」とあります。学んだことが，ある時ふと自分に新し
い白い羽が生えてくるような悦びを感じることがあるそう
です。孔子は，学んで時にこれを習うという喜びを，そし

しじみちゃんに集まれ
日時：�2025年10月15日（水）15時～18時�

15：00～読書会　「ホモ・デウス」河出文庫上・下�
（ユヴァル・ノア・ハラリ著）を読みます�
16：00～18：00　懇親会　会費4,500円

場所：�居酒屋しじみちゃん�
札幌市北区北23条西 4丁目 2 -37 �
� サンブリッジビル地下

参加申し込み：�090-9084-4890（昭52卒　渡邉）�
s.yonezawa@jcom.home.ne.jp�
� （昭51卒　米澤）
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て朋に共感し共鳴できる楽しみを，人間の尊厳と人間社会
の秩序の根源と考えました。
我々酒井ゼミを中心にしたメンバーも，孔子のように，

とはいきませんが，年に 5回ほど読書会を開催しています。
経済学部同窓会の皆さん！
読書会という場を通して，共に新しい自己創造にチャレ

ンジしてみませんか。年齢は問いません。学んで，話して，
飲んで。頭も体も活性化しませんか！

≪最近行われた読書会の様子≫
60歳を過ぎてから　学びて時に　異なる羽　つまり翼が生えてくることもある・・・

荒又ゼミ　InSapporo
弘　田　紀　靖　（昭和55年卒）

従来は荒又先生が上京時に開催していた【荒又ゼミ懇親
会】ですが，先生がご高齢のこともあり昨年より札幌で開
催するようになりました。
昨年は荒又先生ご夫妻をお招きして第一回「荒又ゼミ

InSapporo」と称し昭和55年卒業の穴沢眞小樽商科大学学
長を筆頭として東京より 9名参加の盛会となりました。
当日の二次会及び翌日のゴルフコンペを含め各人初夏の

北海道を満喫し無事終了することができました。
今年度も幹事橋口和典氏（昭和57年卒）を中心として

企画を進め第二回「荒又ゼミ
InSapporo」の開催に至るこ
とができました。前年度から
は規模縮小と成りましたが，
荒又先生ご夫妻をお招きし東
京から 5 名参加の懇親会を実
施し，前年同様
ゴルフコンペの
開催及び有志に
よる虎杖浜への
温泉旅行と盛会
のうちにイベン

トを終了することができました。
今回参加できなかった東京在住者を含め忘年会の企画も

進んでおり，来年度の第三回「荒又ゼミInSapporo」開催
を目指して誓いを新たにしているところです。

内田ゼミの思い出−1980年代−
宮　下　　徹　（昭和59年学部卒，平成2年博士後期課程単位取得退学）

内田和男先生の学部ゼミで経済学
の本の読み方を教えていただいた頃
から40年余りが経ちました。しばし
ば当時を懐かしく思い返します。午
後 3 時から夜 9 時まで初めに英語次
に日本語の本を一冊ずつ輪読するス
タイルで， 7 時， 8 時頃になると疲
労のためしだいに文面が霞みますま
すわからなくなっていきます。しかしとにかく各自の分担
が終わるまで頑張ります。先生は「忍耐力を養う」という
ことを教育ポリシーの一つにされていて，そのメッセージ
は卒業後もゼミ生の胸の深奥に在り続けていると思いま
す。ゼミで頑張った後には皆で正門近くの居酒屋に直行す
るのが習わしで，さらに先生に御一緒していただいてコン
パや旅行などの機会も多く持つことができました。私は学
部と大学院を経て時期的には90年代初めに（バブル崩壊の
頃）北大を離れ，道東にある大学でマクロ経済学などを担
当してきました。ときどき来札した折には先生の研究室を
訪れて，社会・経済のこと，また変わりつつある大学のこ
となどについてお話を伺いました。大学をめぐる状況は「あ
の頃」から大きく変わり，少子化，法人化，様々の評価制
度導入などの影響に難儀することもしばしばです。しかし，
ときに苦しいときもあるけれども楽しく学んで行こうとい
う学生へのメッセージ自体は何がどうあれ大学が変わらず
堅持すべき基本であり，その大切さを教え込んでくださっ
た先生に感謝の念を新たにしております。

TOKYO 2020の業務経験，
北大との縁

林　　裕　美　（平成17年卒）

2005年 3 月に経済学部を卒業し，富士通にSE職として
入社し20年が経ちました。食品業界のお客様の担当SEと
して10年以上携わってきましたが，2017年から 4年間，公
益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組
織委員会に出向し，Tokyo 2020の業務に携わった経験は，
私の社会人人生の中で一番大きな経験であり，今でも糧と
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なっております。
最初の 2年間は，大会関係者向けに，アクレディテーショ

ンというカードを発行するためのシステム導入について，
業務部門とベンダーとの仕様調整や，システムを構築，テ
ストするための準備，テスト実施などを行っていました。
2019年11月頃に，暑さ対策の理由から，マラソン・競歩の
会場を東京から札幌に移転することが決まりました。東京
（陸上競技）と札幌（マラソン・競歩）で担当を別々に付
ける必要があり，急遽私が担当することになりました。後
半 2年間は，マラソン・競歩会場（札幌大通公園）のテク
ノロジーマネージャーとして，準備からリハーサル，競技
本番と，テクノロジーの面から大会運営をサポートし，無
事に終えたことにこの上ない達成感と，中々経験できない
オリンピックの業務経験を，生まれ育った札幌で経験でき
たことに喜びを感じております。
メインストリートがマラソンコースの一部になっていた

ため，北大にも何度か調査でお伺いしました。中間計測ポ
イントの20km，30km，40km（歯学部あたり）では、計
測機器の設置場所，ネットワークを敷設するためのケーブ
ルルートの確保場所を，関係者と一緒に調査させていただ
きました。仕事のために母校に伺う機会はないと思ってい
たので，これも何かの縁だったのかなと思い，嬉しい経験
でした。

新国立競技場のスタートラインで

大会関係者集合写真大会関係者集合写真

抽象と具体　モデルを血肉に
木　村　荘一郎　（平成24年卒）

すがすがしい風が青葉若葉を揺らす季節，恩師の肥前洋
一先生が近くへご出張に来られるとのことで，同地方にい
る同窓生と先生をお迎えし 3 人でプチゼミ同窓会を開催。
約10年ぶりにお会いした先生は変わらずお元気そうで，懐
かしい話や互いの近況話に華が咲きました。盛り上がった
話題の一つが「抽象と具体」。具体を抽象化してモデルを
引き出し，モデルを具体に当てはめ，構造と課題を理解し
議論を深めていく。この抽象と具体の往復をとことん学べ
るのが大学であり，トレーニングに全力を注げる絶好の機
会がゼミである。ゼミ見学に来た学生へ先生がくださった
このメッセージに心を打たれ，入ゼミ希望を出したことを
今でも覚えています。そしてこのことを想い出したときに，
長い間不思議だったことに，ふと合点がいくようになりま
した。
会社人になりたての頃。異動・赴任の挨拶の場で先輩達

が口にされていた「出会いに感謝」。不思議でした。なぜ
ならその挨拶の中で同時に「配属や異動，業務担当は当初
思い描いていたものとは違った。」とも話されていたから
です。意図しない環境変化にも拘わらず，みなさんとても
前向きでした。配属希望叶わず、SNSで見る同級生の活躍
と成長に焦っていた当時の私には、先輩たちの前向きさが
不思議でなりませんでした。
しかし「抽象と具体」を通して見れば，なぜ先輩たちが「出

会いに感謝」と言ったのか，前向きだったのか，よくわか
りました。どんな仕事でもまずは現状を抽象化し，構造と
課題を理解して対策を打つ。抽象化したモデルを他事例に
も応用し二の轍を踏まないよう予防する。この基本所作が
できればどんな仕事も面白い。想定外の環境変化も，自身
のモデルの幅を広げる絶好の機会であり，広げた先に新た
な好機を得る。振り返ればその出会いも学びで，いつの間
にか感謝しているからだ，と。
がむしゃらに駆け抜けて気づけば早十数年。およそ三年

に一度の異動で今は五つ目の職場。たくさんの機会をいた
だけたことに有難みを感じています。さて，今度の職場は
どんなモデルを血肉にできるか。楽しみです。

肥前先生を囲んで
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―  ―  在 校 生在 校 生 からからののたよりたより ― ―

学部生インタビュー
髙　橋　航　星　（3年）

今年から始まった経営の山口久瑠実ゼミの山口先生とそのゼミ
生の髙橋航星さん（3年）にインタビューしました。

山口ゼミは初年度から希望者が多く規定の人数に絞るのに苦労
したと伺いました。選考では教員と学生が多様に話せる環境を重
視したとのことです。面接もたっぷり時間を取られ初年度を意欲
的に迎えられたと感じました。

髙橋さんに山口ゼミを志望した動機を伺いました。一つ目として
自分は新しいことに挑戦するのが好きなので，何も定まっていない
ところから作り上げていくという山口ゼミに魅力を感じたこと。二
つ目は何を学びたいかというところで，専門的なことを学びたいと
思う気持ちと経営学一般を学びたいという気持ちがあり，山口先
生との面談で将来どのようなことをしたいかということに話が及び，
論理的な思考力を身につけていく重要性を感じ，このゼミで学び
たいという結論がでたとのことです。

その気持ちは新たなサークルを立ち上げたという髙橋さんの意
欲と創造力につながっていると感じました（ボードゲームを制作す
るサークルを立ち上げたそうです）。

前期のゼミでは競争戦略，社会心理学についてのテキストを読
み，議論を通じて論理的な思考力を育んでいるとのこと。髙橋さ
んは初代ゼミ長として，先生と学生が論議しやすい雰囲気作りを
心がけているそうです。前期から活発な話し合いが行われており，
充実した楽しいゼミの様子がびしびし！伝わってきました。

将来の希望はメーカーで様々な企画などを立ち上げていきたい
と抱負を語ってくれました。元々髙橋さんは札幌と帯広を家族で
行き来する生活を送っていたこともあり，場所にはこだわらず，ど
こでも海外でも積極的に飛び出したいとのことでした。

＊山口先生は北大出身
で，現在中京大学にい
らっしゃる谷口勇仁北大
名誉教授のゼミ生でした。
お二人のお話を伺って
いてしっかり谷口ゼミの
DNAが山口ゼミに受け
継がれていると感じまし
た。ゼミ終了後の多忙な
中お時間をいただき，あ
りがとうございました。

北大で未来の基盤を作る
長　野　優　輝　（修士課程2年）

学部時代の交換留学を含む 5 年間の学修と修士課程での 1 年
間を終え，本年度より修士最終年度としての生活が始まりました。
学部 1 年生を除いて，コロナ禍でほとんど通うことができなかった
キャンパスに，修士課程進学によりまた 2 年間通えることを嬉しく

思っています。
学問と生活という二つの側面に分けて

考えると，研究の面では私の指導教員
である阿部智和先生のもと，組織行動
学分野の研究を行っています。上司と部
下の関係に焦点を当てた研究を行ってお
り，人間誰しもが属している組織におけ
る人々の行動やその管理の方法について
学べる現在の学問領域の現実世界との繋
がりの強さに魅了されています。

生活の面では，修士 1 年時から就職活動を積極的に行い，将来
を形作るファーストキャリアを自身の思い描いていた企業で歩むこ
とができそうです。また，学院横断型の授業や経営分野での学び
を実践に落とし込むビジネス・コンテストにも積極的に参加し，専
門性を社会でも活かすことができるようにさまざまな機会に積極
的に挑戦しています。新たな学びを得ながら，社会において大学
院を修了した専門性を持った人材として認められるように心がけ
ています。

残り少ない北海道大学での学生生活を悔いないものにするため
にも，研究と生活の両面に重点を置きながら，恵まれた素敵な仲
間や先生とのつながりを大切にして，できる限り学生としての生活
を謳歌したいと思います。

実務と学問のリンケージを
目指して

石　田　伸　也　（会計大学院2年）
私は2004年に大学を卒業後，民間企

業において決算業務や開示実務に携わっ
てきました。その中で，会計知識に加え，
法制度，経営判断，社会的要請など，多
様な視野とバランス感覚が求められる
ことを痛感しました。こうした経験から，
会計のみならず，監査論，企業法，ファ
イナンスなどの関連分野を体系的に学ぶ
ことで，会計人材としてさらに成長した
いと考え，会計大学院へ進学しました。

現在は，サステナビリティ情報の開示とその社会的評価に関心
を持っています。これは企業単体で解決できるものではなく，グ
ローバルな課題ですが，情報開示を通じた企業の社会的責任や，
ステークホルダーによる評価のあり方を学ぶことで，その知識を
修了後の実務に活かし，将来的な社会貢献につなげたいと考えて
います。

私の受講している講義では，受講生による報告や受講生同士で
議論を深める形式が多く，その分事前準備や期末レポートなどが
大変ですが，魅力的な先生方や研究熱心な仲間との議論を通じて
新たな視点に触れ，日々刺激を得ています。さらに，経済学部の
岡野ゼミでTAを務め，大学教育を補助する立場からも，学びを
深める貴重な機会に恵まれています。また，気分転換したい時に
は，図書館や中央ローンなどで自由に過ごす時間を大切にし，心
身ともにリフレッシュしています。

家族の支えに感謝し，残りの大学院生活をより実りあるものに
したいと思います。
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その1　出前講義
　 3 年前から同窓会では学生の就職支援に向けての初めての
試みとして，出前講義を始めました。コロナ禍のおりに学生
支援として同窓会で何ができるかと検討した結果，物資の支
援を行い大変好評をえました。その折りに学生たちにアン
ケートをとり，学生支援として何を希望しているのか調査し
ました。その結果一番多かったのが就職支援でした。何が学
生にとって有効かいろいろ話あった結果， 2 年生向けの授業
を使わせていただき，経済学部，経済学研究科の同窓生に依
頼し 4 回の出前講義を学生たちに提供していくことにしまし
た。昨年はその第 3 回目です。

第1回　中西　克彦さん（平成22年学部卒，宇田ゼミ）　千秋庵製菓
代表取締役社長

「キャリアドリフトによるキャリア形成
� ―商社パーソンが老舗菓子店の社長になるまで―」

　中西さんからはまずキャリア
ドリフトについてのご説明があ
り，それを基にしたご自身の
キャリアの選択と変遷について
ご説明がありました。さまざま
な場面でのビジネスパーソンと
の出会い，転職におけるご自身
の判断など，多彩な経歴の背景

などを率直に語ってくださいました。宇田ゼミの初期メン
バーとしての学び，またさまざまな学生団体に所属し活動し
たことなど，学生たちへ「遊・学・働」のバランスの実践と
すすめについて最後に語られました。

第2回　栗原　貴史さん（平成30年卒，岡部ゼミ）　弁護士，慶應義塾
大学助教

「対話力―社会人の基礎体力―」
　栗原さんからはまずなぜ経済学部から弁護士に進路を定め
たかをお話しいただきました。専門性を身につけたいと考え，
卒業後慶応義塾大学大学院の
ロースクールに入り猛勉強。見
事司法試験に受かりいわゆる

「まちべん」になりさまざまな
訴訟に取り組んでいる日々のこ
とと，同時並行でロースクール
の教員も兼ねている現状を話さ

れました。就職を控えた学生には「対話力」の多様な側面を
語られ，論理的な柔軟性が大切と締めくくられました。

第3回　柏原　宗一郎さん（平成26年学部卒，28年修士修了，肥前ゼ
ミ）　KPMG FAS（国際会計事務所）データサイエンティスト（M&A
など）

「キャリアとしての経済学のビジネス・社会実装」

　柏原さんからはまずご自身の
職歴とその仕事内容の説明があ
り「データサイエンス」とは何
かご自身の多様なキャリアも含
めプレゼンいただき，同時に経
済学の活用事例など学びを仕事
にどう生かすかを熱く語られま

した。その後学生時代の就活について述べられ，就活準備は
大事，それにも増してやはり学生時代にその後の「知」のベー
スとなる学びの大切さも語られました。採用者から見た就活
のノウハウも含めさまざまな観点から提起いただきました。

第4回　大塚　裕輝さん（平成24年卒，岡田ゼミ）北ガス総務部秘書
グループ

「元・採用担当が伝えたい就活で成功する？ための
� 学生生活」

　大塚さんからは岡田ゼミでの
学生時代のようすと取り組みな
どの自己紹介と，「北ガス」の
事業や業務・働き方などの会社
紹介などを述べられました。そ
の後採用担当だった業務を生か
し学生に対して就活をどのよう
に考えればよいのかを具体的
に，また人生の大きなウエイトを占める就職をどう自分自身
が考え構築していくか。転職が当たり前になってきている中
での大塚さんの思いなど様々な側面からの「就職」の捉え方
について提言されました。

　講義はたくさんの学生からの質問もあり， 4 名の講師の皆
さんとの活発な交流が行われました。今年も 4 名の同窓生に
出前講義を依頼しています。今後長く続けていきたいと考え
ておりますので，是非自薦，他薦問いませんので，学生たち
に就職の現状などいろいろお話しいただける方がいらっしゃ
いましたら，事務局までご連絡下さい。（時期は10月から12
月を予定しております。）

学生支援の新たな取り組み
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その₂　�北海道の経済を活性化さ
せるための地域経済活性
プラン　コンテスト

　2024年11月14日（木）経済学部同窓会主催「北海道の経済
を活性化させるための地域経済活性プラン」プレゼンが
W103講義室で開催されました。
　同窓会が学生支援の一環として 3 年前から取り組んだ企画
です。前年は13組の応募があり，年々応募グループは増えて
います。厳正な事前審査の結果 7 組がプレゼン発表に進みま
した。
　プレゼン10分，質疑応答 5 分による知力の戦いを 5 名の審
査員（亀岡先生，阿部先生，相澤先生，社会人からは東京都
庁の滝沢さん，北海道大学の松原さん）とオーディエンスた
ち（Zoomからも）が見守りました。

　結果は残念ながら最優秀賞賞金10万円に達したチームは出
ませんでした。最優秀賞（ 5 万円）　酒本ゼミチーム（ 3 年
4 名），優秀賞（ 3 万円）　北の守護神goeken（ 3 年 3 名，4
年 1 名），審査員賞（ 2 万円）　かいちゃんず（ 3 年 2 名， 4
年 2 名）の 3 チームが受賞し賞金をGetしました！
　内容は最優秀賞チームが観光とデジタルデトックス，優秀
賞がノマドワーカー，審査員賞が英語公用語特区を活用した
プランでした。他は水産業，ジビエ，研修事業の誘致，観光
業などさまざまなアイデアが提示されました。審査員の先生
たちからは受賞を逃したチーム，入賞したチームのそれぞれ
評価された点，改善点など詳しく講評されました。
　特にプレゼンにおける初歩的な留意点や，プランについて
理論的に案を構築することを求められました。内容は前年よ
りレベルアップしており来年の「提案」が楽しみです。同窓
会では来年以降もこの支援を続けていきますので，是非多く
の学生に参加いただき，このイベントを卒業生と一緒に盛り
上げていけたらと考えています。

その3　園信太郎賞について
　同窓会では長年本研究院で統計学の研究と教育に取り組ま
れた園信太郎名誉教授による学生支援のための寄付金100万
円を基として，統計検定準 1 級以上の合格者に「園信太郎賞」
賞金 5 万円を授与することとしました。
　初年度は 2 人が受賞しましたが，この賞の事が多くの学生
に伝わり，統計検定を目指す人が増えました。その結果今年
度 5 人の方が受賞されました。12月に学部 4 年の青木友哉さ
んと 3 年の荒井和真さんが。今年 5 月には博士後期課程 3 年
の吉本正春さん，学部 4 年の藤原可統さん，修士課程 2 年の
劉亜東さんが準 1 級の統計検定に合格し受賞。賞金 5 万円を
授与されました。
　このようにこの賞をきっかけにたくさんの学生が統計検定
にトライし統計のレベルを押し上げてくれることを期待しま
す。

14

北大経済学部　同窓会報

Hokkaido University Faculty of Economics and Business Alumni Association



第42回　北大経済学部法学部対抗ゴルフ大会第42回　北大経済学部法学部対抗ゴルフ大会
　2025年 7月 5日，経済学部と法学部のゴルフが大好きな同窓
生が，炎天下の札幌エルムカントリークラブに集結しました。
　法学部の参加者 7名に対し我が経済学部は16名，数でも実力
でも法学部を凌駕して団体戦は大差での勝利でした。
　個人戦では，優勝大岩慎治さん（平成 2年卒　所ゼミ），準
優勝鉢呂建市さん（昭和56年卒　早川泰ゼミ），3位酒井和人
さん（昭和48年　早川泰ゼミ）など上位 5位までを経済OBが
独占しました。逆に下位 5位も経済がズラリ！と並びましたが，
参加者はみな励まし合い，元気に思い思いのプレーを楽しみま
した。
　今年は成績優秀者に限らず「飛び賞」，「ブービー賞」，「猛打賞」
にもスイカ計 8個（いずれも 6 L， 5 L級の大玉）が当たりまし
た。食事をとりながらその他の賞品が拍手と共に全員に手渡さ
れました。
　この「伝統の一戦」は今回で42年間続いたことになります。
両学部の同窓生でゴルフがお好きな方，初心者の方がいらっ

しゃいましたら，腕前は関係ありませんのでぜひ来年からご参
加ください。現在の経済学部ゴルフ愛好会は増減を繰り返しな
がらも徐々に若返りとダイバーシティ（女性，大学院卒の方の
参加など）が進み，多彩で元気なOB，OGの集まりとなっています。
　12：15に始まったゴルフも18：00に和気藹々の表彰式を終え，
参加者は来年の再会を誓って散会となりました。なお両学部同
窓会からは本年も主に賞品代として助成金をいただいておりま
す。

今年も経済学部の圧勝でした！

その4　�グローバル・チャレンジ賞
（横山和子賞）

　この賞は長年国際機関・大学などで活躍された横山和子さ
ん（昭和53年卒）から，ご自身の学生時代に海外留学を後押
しして下さった先生方のアドバイスなどで今がある，との思
いから経済学部生の海外留学促進のためとして経済学部に昨

年100万円を寄付されました。
この 7 月に初めての受賞者が
誕生し，賞金 5 万円を受けと
りました。
　受賞者　学部 4 年多田野真
仁さん（髙井ゼミ）。多田野さ

　卒業祝賀会で渡された学位記ホルダーは同窓生みなさま
からいただいた会費から支払われています。
　 2 pでも書きましたが長年配布が論議されてきました
が，高い買い物のためなかなか結論が出せませんでした。
しかし今後どんどん値上がりしていくという状況もあり，
ここで少し大量に購入しようと結論しました。写真でわか
るように表に「北海道大学経済学部・経済学院」と金字し，
内側に贈　同窓会と記名しました。非常に記念になるもの
となったと学生も同窓会もうれしい心持ちでした。

んはその語学力を活かしイギリスのエジンバラ大学に留学し
ました。国際機関や海外駐在員を目指したいと授賞式で語ら
れていました。

　また，料理も気持ちよく残さず食べてほしいと願って！
「ステーキ」や「サーモン」，「サンドイッチ」等学生たち
の好むものを用意し，生ノースマンなどのお菓子類なども
加えました。会が終了するころにはすっかりなくなってい
ました。祝賀会の飲食代や卒論表彰に贈呈した額などはみ
なさまからいただいた協賛金（学生支援金）でまかなわれ
ています。
　何とぞ同窓生みなさま北海道大学経済学部同窓会の活動
にご支援・ご協力のほどよろしくお願いいたします。
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・�昨年度も就職状況は変わらず好調を維持しているようです。大企業
から比較的新しい企業などその進路も多彩です。今年は北電が４名
と一番多くなりました。
・�同窓会も今後よりいっそう在学生の就職支援のあり方を模索してい
きたいと考えます。
　�卒業生のみなさまにおかれましても，さまざまな場で在学生に会わ
れましたら，気さくに声がけし，相談にのっていただけたらと思い
ます。北大生は東京や大阪などの学生たちに比べて少し「奥手？」
なところがありますが，ぜひその持っている「力」を引き出せるよ
う，ご支援をお願いいたします。
・�就職率（就職希望者が分母）は昨年より学部・修士とも微減してい
ます。会計大学院の就職率は100％に達しています。博士も100％
です。学部が96.4％，修士が75.9％でした。（進学率は学部約
10％，修士10％）

＊＊＊学部＊＊＊
【 4 名】北海道電力
【 3 名】東京海上日動火災保険，札幌市
【 2 名】北洋銀行，北海道銀行，三井住友銀行，三菱UFJ銀行，
JFEエンジニアリング，JFEスチール，伊藤忠商事，アクセンチュ
ア，国土交通省，札幌国税局，北海道大学

【 1 名】SBI新生銀行，あおぞら銀行，だいこう証券ビジネス，
みずほ銀行，みずほ証券，りそな銀行，滋賀銀行，三井住友信託
銀行，三菱UFJモルガン・スタンレー証券，三菱UFJ信託銀行，
東海東京フィナンシャルホールディングス，日本政策金融公庫，
北陸銀行，三井住友海上火災保険，全国共済農業協同組合連合会，
日本生命保険，ホクレン，ジャパン・スタッドブック・インター
ナショナル，ワールドコーポレーション，鹿島建設，住友林業，
大成建設，日鉄エンジニアリング，Yagien Ballpark，日本食研ホー
ルディングス，パナソニックオートモーティブシステムズ，パナ
ソニックハウジングソリューションズ，三菱電機，マガジンハウ
ス，神鋼環境ソリューション，住友化学，東レ，オリンパス，ミ
ネベアミツミ，ニコン，富士通，パナソニック，古野電気，スズキ，
トヨタ紡織，ヤマハ発動機，三菱重工業，日本精工，JERA，電
源開発，電力広域的運営推進機関，北海道ガス，インテージ，ス
ターティア，ソフトブレーン，DYM，NTTデータグループ，電
通，東日本電信電話，日本アイ・ビー・エムデジタルサービス，

阪急阪神ホールディングス，川崎汽船，日本郵政，飯野海運，北
海道旅客鉄道，岡谷鋼機，イオン北海道，トライアル，ファース
トリテイリング，ローソン，良品計画，オープンハウスアーキテ
クト，トグルホールディングス，パーク24，ウィンドワード，住
友不動産，双日，EY新日本有限責任監査法人，fabeee，KPMG
コンサルティング，あずさ監査法人，ベイカレントコンサルティ
ング，ヴァリューズ，三菱UFJリサーチ＆コンサルティング，ビ
ジョン・コンサルティング，星野リゾート，日立ドキュメントソ
リューションズ，Regrit Partners，日本能率協会マネジメントセ
ンター，能開センター，社会福祉法人ゆうゆう，ADKホールディ
ングス，PwCコンサルティング，JALスカイ，TRUNK，アイリ
スオーヤマ，アジアンエージェンシー，ジェイフロンティア，レ
バレジーズ，One Terrace，リンクアンドモチベーション，税理
士法人ユニヴィス，日本IBM，経済産業省，国立国会図書館，財
務省財務局，内閣府，北海道運輸局，北海道庁
＊＊＊修士＊＊＊

【 2 名】日本経済研究センター
【 1 名】マオイ蒸留所，酉島製作所，三菱日立ホームエレベーター，
western digital，DXCテクノロジー・ジャパン，ギャラクシィ，
マネーフォワード，丸紅ITソリューションズ，日本アイ・ビー・
エムデジタルサービス，富士通，ニトリ，交通銀行，静岡銀行，
平安銀行，华泰证券，Civil Aviation Flight University of China，
temu，The Center for Economic Research and Reforms （CERR），
北海道開発局
＊＊＊会計大学院＊＊＊

【 2 名】EY新日本有限責任監査法人，あずさ監査法人
【 1 名】任天堂，丸和運輸機関，日本郵政，松山たけふみ行政書
士事務所，PwCコンサルティング，PwCビジネスアシュアランス，
かなで監査法人，加茂暁星学園，北海道財務局
＊＊＊博士＊＊＊

【 2 名】北海道大学
【 1 名】駐日フィンランド大使館，TD Bank Group，県立広島大学

就 職 状 況

恩師の異動
・永年，経済学研究院（経済学研究科）・経済学部の教育や研究に
尽力された先生が当大学を去られました。

　准教授　田中　嘉浩→定年退職
先生のいっそうのご活躍とご健勝を心からお祈りいたします。

令和 7年 3月

■本　　社 〒670－0948　兵庫県姫路市北条宮の町172
 TEL 079－284－1380
■東京支社 〒110－0016　東京都台東区台東4－18－7　シモジンビル5F
 TEL 03－3832－6381

（12）

https://salat.co.jp

同窓会サポート企業
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ぜひ，ご参加ください
今年もホームカミングデーが開催されます。

みなさま，是非ご参加下さい。

同日に経済学部同窓会総会と懇親会を開催いたし
ます。（総会はオンラインでも参加できます）

日　時：�9月27日（土）　総会 午後4時10分から約1時
間，懇親会　午後5時半から1時間半ほど

会　場：�総　会　人文・社会科学総合教育研究棟	 �
　　　　W102教室	 �
懇親会　�経済学研究院研究棟　301室	 �

（北区北9条西7丁目　北大経済学部内，	�
 会費  4,000円を予定）

出席希望の方は9月16日（火）までに事務局まで「氏名，卒業
年，住所，メールアドレス」をメールにてご連絡ください。懇
親会のキャンセルは基本受け付けられませんのでご注意下
さい。
事務局　�メールアドレス	 �

dosokai@econ.hokudai.ac.jp　	�
tsuka@jimu.hokudai.ac.jp（同報願います）	
TEL 011-706-4113

主催｜北海道大学文学部・教育学部・法学部・経済学部

北海道大学
人文・社会科学綜合教育研究棟（W棟）103 教室
（札幌市北区北 10 条西 9丁目）

2025（令和７）年　９月２７日（土）
14時 00 分～ 16 時 00 分

 お問い合わせ
〒060-0810　札幌市北区北 10 条西 7 丁目　
 北海道大学文学事務部　庶務担当
　E-mail  :　  wwwadmin@let.hokudai.ac.jp
　Tel  :　011-706-3002

梯久美子（かけはしくみこ）

ノンフィクション作家。1961（昭和 36）年 9
月 15 日、熊本市生まれ。5 歳から札幌で育つ。
北海道大学文学部卒業後、東京で編集者を経
て文筆業に。2005 年のデビュー作『散るぞ悲
しき　硫黄島総指揮官・栗林忠道』で大宅壮
一ノンフィクション賞を受賞。同書は米、英、
仏、伊など世界 8 か国で翻訳出版されている。
著書に『昭和二十年夏、僕は兵士だった』、『昭
和の遺書　55 人の魂の記録』、『百年の手紙　
日本人が遺したことば』、『狂うひと 「死の棘」
の妻・島尾ミホ』（読売文学賞、芸術選奨文部
科学大臣賞、講談社ノンフィクション賞受賞）、

『原民喜　死と愛と孤独の肖像』、『サガレン 樺太／サハリン 境界を旅する』、
『この父ありて　娘たちの歳月』、『戦争ミュージアム──記憶の回路をつな
ぐ』、『やなせたかしの生涯 アンパンマンとぼく』などがある。2019 年秋から
札幌に戻り執筆に専念している。

講演者
梯  久美子 氏

ア
ン
パ
ン
マ
ン
で

描
か
れ
た
死
と
生

や
な
せ
た
か
し
の
生
涯

（ ノンフィクション作家／北海道大学文学部卒）

日
本
人
な
ら
誰
も
が
知
っ
て
い
る
ア
ン
パ
ン

マ
ン
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
っ
た
、

や
な
せ
た
か
し
（
１
９
１
９
‐
２
０
１
３
）。

戦
時
中
に
多
感
な
時
期
を
過
ご
し
た
や
な
せ

た
か
し
と
、
妻
を
は
じ
め
と
す
る
周
囲
の

人
々
に
つ
い
て
取
材
を
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
が

抱
え
る
「
戦
争
の
傷
や
歴
史
の
影
」
が
見
え

た
。
戦
争
に
運
命
を
変
え
ら
れ
た
人
、
戦
後

の
日
本
を
支
え
た
人
た
ち
の
こ
と
を
、
戦
後

８
０
年
を
機
に
考
え
て
み
よ
う
と
、
今
年
３

月
上
梓
し
た
『
や
な
せ
た
か
し
の
生
涯
』
と

い
う
作
品
に
ま
と
め
た
。

や
な
せ
さ
ん
の
体
験
や
思
想
が
「
合
わ
さ
っ

て
一
本
の
川
の
よ
う
に
な
り
」
生
ま
れ
た
ア

ン
パ
ン
マ
ン
。
困
っ
て
い
る
人
に
自
ら
の
顔

を
食
べ
さ
せ
る
の
は
究
極
の
自
己
犠
牲
、
つ

ま
り
「
死
」
の
象
徴
だ
と
受
け
止
め
る
。
同

時
に
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
と
い
う
「
他
者
の

力
で
よ
み
が
え
る
こ
と
」
の
意
味
も
問
い
か

け
る
。「
死
は
む
な
し
い
」
こ
と
で
は
な
く
、

次
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
も
の
が
あ
る
。
命

の
輝
き
や
生
き
る
こ
と
を
強
く
肯
定
し
た
や

な
せ
さ
ん
の
思
い
や
、
時
代
を
背
負
い
な
が

ら
軽
や
か
に
生
き
て
き
た
彼
の
姿
を
知
っ
て

ほ
し
い
。

日
時

会
場

定
員

２００人
定員に満たない場合は当日受付もいたしますが、
事前のご予約をお勧めいたします。
北海道大学ホームカミングデー 2025 の公式サイトより、
お申込み下さい

梯久美子著
『やなせたかしの生涯‐アンパンマンとぼく』

（文春文庫、2025 年 3月刊）

事前にこちらの書籍をお読みいただけますと
講演会をいっそう深く楽しめます！

＼公式サイトはこちらから／

→　https://www.hokudai.ac.jp/pr/alumni/home/
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TEL＆FAX　（011）706－4113
Email　dosokai@econ.hokudai.ac.jp

名刺広告を募集します
お申し込みは同窓会事務局まで

名
刺
広
告

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
十
丁
目
南
大
通
ビ
ル
４
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
６
１
）６
６
７
７

（
経  

昭
和
46
年
卒
）

弁
護
士吉

　
川
　
正
　
也

池
田
裕
一
公
認
会
計
士
事
務
所

（
経  

平
成
15
年
卒
）

池
　
田
　
裕
　
一

札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西
５
丁
目
10
―
２

サ
ン
ワ
ー
ド
Ｆ
ビ
ル
４
階

電
話 
０
１
１（
２
３
１
）５
２
４
０

札
幌
市
中
央
区
北
6
条
西
12
丁
目
８
︱

３

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
２
２
）４
８
３
９

バ
リ
ア
フ
リ
ー
本
の
子
ど
も
図
書
館

公
益
財
団
法
人
　
ふ
き
の
と
う
文
庫

（
経  

昭
和
36
年
卒
）

代
表
理
事高　

倉
　
嗣
　
昌

札
幌
市
中
央
区
南
一
条
西
十
二
丁
目
新
永
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
１
１
）６
８
８
１

（
経  

昭
和
45
年
卒
）

代
表
社
員
　
公
認
会
計
士

札
幌
監
査
法
人

髙
　
野
　
一
　
夫

札
幌
市
中
央
区
南
３
条
西
12
丁
目
３
２
０‒

８

札
幌
森
ビ
ル
３‒

３
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
０
６
）４
２
３
６

（
経  

平
成
11
年
卒
）

税
理
士

吉
田
大
吾
税
理
士
事
務
所

吉
　
田
　
大
　
吾

本
社

札
幌
市
中
央
区
南
３
条
東
３
丁
18
番
地

マ
ル
キ
ン
本
社
ビ
ル
５
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
２
２
）３
０
７
２

（
経  

平
成
16
年
卒
）

代
表
取
締
役
社
長

エ
イ
ジ
ス
北
海
道
株
式
会
社

佐
　
藤
　
友
　
助

札
幌
市
豊
平
区
平
岸
３
条
５
丁
目
４-

22

平
岸
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
新
館
８
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
１
５
）５
９
８
１

（
経  �

平
成
16
年
卒	

 

平
成
19
年
修
士
課
程
修
了
）

代
表
社
員
・
公
認
会
計
士
・
税
理
士

税
理
士
法
人
高
崎
総
合
会
計
事
務
所

高
崎（
旧
姓
日
下
）智
子

（
経  

平
成
４
年
卒
）

代
表
社
員
　
公
認
会
計
士

監
査
法
人
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

北
　
村
　
好
　
孝

札
幌
市
中
央
区
南
１
条
西
11
丁
目
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ビ
ル

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
３
２
）７
１
０
２

札
幌
市
北
区
北
７
条
西
２
‐
20 

N
C
O
札
幌
駅
北
口
２
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
９
９
）２
６
２
４

E-m
ail

：y-nakam
ura@

kitam
ae.or.jp 

（
経  

平
成
12
年
卒
）

統
括
代
表
社
員
・
CEO（
公
認
会
計
士
・
税
理
士
）

税
理
士
法
人
北
前
会
計

中
　
村
　
泰
　
道

本
社

大
阪
市
西
区
土
佐
堀
２
丁
目
２
番
16
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６（
６
４
４
１
）０
５
３
６

（
経  

昭
和
47
年
卒
）

代
表
取
締
役
社
長

丸
二
倉
庫
株
式
会
社

湯
　
川
　
康
　
史

札
幌
市
東
区
北
二
十
二
条
東
十
八
丁
目
三
番
三
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
７
８
３
）８
１
２
３

（
経  

昭
和
48
年
卒
）

公
認
会
計
士

遠
藤
公
認
会
計
士
事
務
所

遠
　
藤
　
昭
　
一

（
経  

昭
和
50
年
卒
）

弁
護
士工

　
藤
　
　
　
倫

札
幌
市
中
央
区
北
五
条
西
十
二
丁
目
二
番
地

ベ
ル
ッ
ク
ス
北
五
ビ
ル　

Ｂ
館
二
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
６
１
）５
２
７
５

札
幌
市
中
央
区
南
３
条
西
６
丁
目
３
―
２

南
３
条
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
６
０
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
２
６
１
）２
０
６
１

（
経  

昭
和
50
年
卒
）

税
理
士
　
中
小
企
業
診
断
士

田
中
利
男
税
理
士
事
務
所

田
　
中
　
利
　
男

北
広
島
市
大
曲
工
業
団
地
五
丁
目
一
番
地
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
１（
３
７
７
）４
０
１
１

（
経  

昭
和
50
年
卒
）

代
表
取
締
役

株
式
会
社 

タ
ー
フ
テ
ッ
ク

宮
　
本
　
裕
　
司

東
京
本
部

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田 

１
︱
７
︱
５ 

フ
ロ
ン
ト
プ
レ
イ
ス
秋
葉
原

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
３
︱
５
２
０
７
︱
２
５
０
０

（
経  

昭
和
60
年
卒
）

代
表
取
締
役
社
長

北
海
道
大
学
東
京
同
窓
会
　
会
長

株
式
会
社
　
ト
ク
ヤ
マ

横
　
田
　
　
　
浩

札
幌
市
北
区
北
８
条
西
６
丁
目
２
︱
20

新
和
ビ
ル
６
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
１
）８
２
６
︱
５
２
６
５

（
経  

平
成
６
年
卒
）

代
表
社
員
　
公
認
会
計
士

監
査
法
人
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

堀
　
　
　
俊
　
介

（
経  

昭
和
57
年
卒
）

取
締
役
会
長

永
　
松
　
昌
　
一

ジ
ャ
パ
ン
ア
ク
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル
株
式
会
社

本
社

紋
別
郡
遠
軽
町
南
３
丁
目

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
５
８（
４
２
）３
１
７
１

代
表
取
締
役
社
長

渡
辺
組
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

株
式
会
社 

渡
辺
組

渡
　
辺
　
勇
　
喜

（
経  

平
成
17
年
卒
）

https://www.kanehiko.jp

お か げ さ ま で 、1 0 7 年 。伝 統 の 美 味 し さ を ご 一 緒 に 。

中島  代博
（平21年 修士卒）

田 中 愼 一 ゼ ミ ナ ー ル 所 属
代表取締役社長

創業大正七年／札幌・二条魚町献
上
銘
鉾

賜 東宮御所献上之栄
 農林大臣賞
 厚生大臣賞
 名誉・栄誉大賞

今や北海道の野鳥を代表するシマエナガ。
その愛らしさは子供には絶大な人気です。
そのシマエナガを“かまエナガ”と名付けて
カマボコにしました。
北海道産の牛乳と道産のスケトウダラに
チーズを入れて仕上げました。
北海道のおみやげにぜひどうぞ。
一社）日本かまぼこ協会「フィッシュプロテイ
ン認証品」３０２円（税込み）
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協賛金協賛金（学生支援金）（学生支援金）ありがとうございましたありがとうございました
　「協賛金」は在学中の学生に対する勉学や研究活動の支援・環境の整備改善・
就職セミナー・学生の物資支援などにつかわれます。一般会費とは厳正に別管
理とし，学部長と使途を協議して有効に活用しております。
　今後とも母校後輩へのサポートをよろしくお願い致します。
　この 1年間にご賛同頂いた皆様は下記のとおり（敬称略，カッコ内は卒年）

経済学部に　100万円　横山和子（S.53）

3 万円	 西川平治（S.36），牟禮研吾（S.42），鈴木正司（S.51），橋場智明（H.7）

２ 万円	 榎本英雄（S.47），田中利男（S.50）

1 万円	 �佐野廣道（S.32），佐藤譲治（S.32），横山正之（S.33），村山　哲（S.34），�
小亀慶曙（S.37），西本紀夫（昭38），鈴木信雄（S.39），中川原慶憲（S.41），�
中谷信一（S.41），中西省三（S.44），北澤治雄（S.44），高久　裕（S.44），�
高野一夫（S.45），西岡　豊（S.46），湯川康史（S.47），大滝洋一（S.47），�
龍洋　宣（S.47），北浦和憲（S.51），西下　充（S.51），小野寺誠志（S.56），�
井上　明（S.57），鈴木（林）攝子（S.59），鈴木忠明（S.59），宇治原里志（H.2），�
長田克久（H.6），中村宙正（H.12），浅野賢太郞（H.13），吉田松雄（H.16修士），�
小林航也（H.30），金川聖也（H.30），伊藤千尋（R.3），山口竣太郎（R.5），�
金田侑士（R.6），小松祐雅（R.7），Harrod Emily（在修士），�
山上豪太（在），井上　航（在）

皆様の熱い協力とご支援が必要です。何とぞよろしくお願いいたします。

令和 7 年 6 月期収支報告書
項　目 金　額（円） 備　　　考

収 

入 
の 
部

前期繰越金 15,453,602 

会費収入 2,274,000 年会費，終身会費

協賛金収入 549,495 

広告収入 326,000 会報40号

総会収入 0 

その他収入 9,769 

計 18,612,866 

支 

出 

の 

部

事務局人件費 993,900 

総会費用 0 

会報作成費 359,700 会報40号

助 成 金 28,640 優秀論文賞
協賛金からの
支 払 い 951,423 出前授業，地域活性プラ

ン・園信太郎賞表彰，額
通 信 費 670,316 発送代

消耗品費 4,192 プリント関連

印 刷 費 0 

旅 費 0 

雑 費 1,774,558 学位記ホルダー購入など

支払手数料 52,222 振込手数料負担分

計 4,834,951 

収支差額 13,777,915 次期繰越金に充当

決算は7月30日付けで小泉修一監事，金盛直茂監事により決
算報告書が正確かつ適正に処理されたことを認める「監査報
告書」を受領しております。

A. 卒論表彰
B. 卒業祝賀会経費
C. 北海道の経済を活性化させるための地域経済活性プラン　コンテスト
D. 出前講義（交通費のみ）
E. 園信太郎賞
F. その他

皆様から頂いた協賛金（学生支援金）の使途
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編集後記
●�今回も無事同窓会報41号をお届けすることがで
きました。
　�今年の夏は全国的に猛暑が続いていることと思
います。西日本や日本海側の地方では水不足も
懸念されています。野菜や家畜の成育も心配で
す。ここ札幌も連日猛暑が続いており，先日も
北見で40度近く。札幌でも36度近い最高気温
を記録しました。経済学部棟の西南の部屋一帯
のクーラーが故障し，一ヶ月以上も灼熱地獄！
が続きました。会報におかしなところがあれば
それは暑さで少しぼけぼけになってしまった結
果！？かもしれません。昔は大学にクーラーが
ないのは当たり前でしたが，今や熱帯化でクー
ラーのない暮らしはここ札幌でも考えづらいと
ころです。無事月末にクーラーは回復しました
が，札幌の夏もあとわずかだと思うと，非常に
損をした心持ちです…。
●�事務局も5年目となりましたが，相変わらずこ
の編集後記を書く頃はばたばたしています（前
述の暑さもあり）。同窓会室は月火水金の午後
オープンしておりますので，どうぞお気軽にお
立ち寄り下さい。同窓会報の原稿も広告も随時
募集しておりますので，お寄せください。（原稿
の持込大歓迎です）
●�3年前から始まった学生支援「出前授業」と「地
域経済活性プランコンテスト」も順調に年を重
ねどちらも，たくさんの同窓生，学生にご協力，
ご参加をいただきました。これからもみなさま
のご支援が必要です。何とぞご協力いただけま
すようよろしくお願いいたします。また昨年か
ら名誉教授の園信太郎先生よりいただいたご寄
付を元に「園信太郎賞」が創設され，統計検定
に合格された学生を表彰しております。難しい
検定ですが昨年は5名の受賞者がでました！
●�横山和子さん（S.53卒）が学部に直接寄付をさ
れ，その資金を元に，学生の海外留学を支援す
る「グローバル・チャレンジ賞（横山和子賞）」
が今年新設され，会報にも詳細を掲載しており
ます。
　�是非みなさまこの会報に同送しております，「寄
附のお願い」をご一読いただき，国立大学の窮
状を乗り越えるご寄付を経済学部・経済学院に
お願いできたらと思います。
●�今年のホームカミングデーの文系4部局合同シ
ンポジウムは文学部が当番校です。たくさんの
みなさまのご参加をお待ちしております。昨年
に引き続きメーリングリストをこのホームカミ
ングデーのご案内として出しました。メールア
ドレスを登録されていない方は，会費の振り込
み用紙に記入していただいてもけっこうですの
で何とぞ登録をお願いします。事務局に直接お
知らせいただいてもけっこうです。
●�現在の同窓会は卒業した同窓生12,165名（亡
くなった方を抜きました），学部同窓生780名，
院生同窓生238名という構成になっています。
� 2025/7/29　記

会 費 の お 願 い

年 会 費　  3,000円
終身会費　30,000円

振込方法は郵便局， コンビニ， スマートフォンにて同封の
「払込取扱票」 にてお願いいたします。

なお， 協賛金 （学生支援） は郵便局のみとなりますので
ご注意ください。

同窓会活動は会員からの会費収入によって成り立っております。在学生を同
窓会に迎えたことで財政的には一時的には余裕のある状況となりましたが，
トータルでみるとまだまだ厳しいと言わざるを得ません。どうかご理解をい
ただき年会費（3,000円）の継続入金または終身会費の納入をお願い申し上
げます。

協賛金は一口10,000円とし，その使途は原則全額を在学生への支援に充てま
す。従来から行っている卒業を祝う会や優秀論文への寄付増額にとどまらず，
ゼミ研究・就職活動の支援に使用します。

「学生支援の新たな取り組み」を経済学部らしい企画のもと，スピード感を
持って具現したいと考えております。
なお，協賛金を納めていただいた方のご芳名を同窓会報に記させていただき
ます。

また，終身会費納入者以外で直近５年間一度も年会費（3,000円）を納めて
いただけない会員に対しては，会報の送付は行いません。
どうかご理解とご協力をいただきますようお願い申し上げます。

弊社は1984年に苫小牧に設立
（当社の前身）以来、いすゞ グループ
の中の、自動車用エンジン部品、
および、トランスミッション関連部品
の生産拠点として、「運ぶ」を支えて
います。

苫小牧市にある
いすゞ エンジン製造北海道㈱には、
北海道大学経済学部を卒業された
皆さんの活躍できるフィールドがあります。

U／I／Jターン歓迎!
いすゞエンジン製造北海道株式会社
〒059-1362 北海道苫小牧市柏原 1 番地４

（代表）TEL 0144-55-1221
http://www.iemh.isuzu.co.jp
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